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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、意思決定の微視的過程を、心理実験、社会調査、行動観察、計量心理学モデリング
を用いて検討することを主目的とした。本研究は、眼球運動測定装置や社会調査法を用いて、
選択の反復が選好形成に及ぼす効果を検討した。選択過程の眼球運動解析の結果は、ゲーズカ
スケード効果とは異なる過程を示した。本研究の結果は、自動的な選択の反復によって選好形
成がなされることを示唆した。また、社会調査の結果は、時間経過とともに、選ばれた選択肢
の優れた属性への重みづけは増加し、選ばれた選択肢の劣った属性への重みづけは減少した。
この研究結果は、選択が選好を形成する因果関係を示唆しており、一般に意思決定研究で仮定
されている知見とは逆の知見を示唆した。最後に、本研究では、社会的状況における意思決定
過程のいくつかの性質を明らかにし、リスク下と不確実性下での意思決定の統一的な心理計量
モデルを提唱し、さらに、得られた知見の社会科学への意義についての議論を行った。本研究
の成果として、意思決定のマクロ分析についてのいくつかのワークショップを開催し、論文、
書籍などを公刊した。 

 

研究成果の概要（英文）：  

Main purpose of this study was  to  examine the micro processes of decision making  by 

using psychological experiments, social survey, behavior observations, and psychometric 

modeling. We examined the effects of prior  repeated choice on preference construction 

using eye movement equipment and social survey.  Eye movement analyses of the choice 

process suggested that the eye gaze pattern of choice differed from the gaze cascade effect. 

This finding implies that the preference construction process is made by automatic 

repeated choice. The obtained data of social survey gave supports to the hypothesis; 

weights of superior (inferior) attributes of the alternative that was chosen increased 

(decreased), as time passed since the decision was made. This result implies the validity of 

the causal relation in which choices shapes preferences, which is reverse to what is 

generally assumed in decision research. Lastly, we found several properties of decision 

making process in social situations, and proposed a unified psychometric model explaining 

the decision making under risk and uncertainty. The, we discussed on the implications of 

the research findings in relation to social science.  We held several workshops on 

microanalysis of decision making process, and published several books and papers as 

research outputs. 
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１．研究開始当初の背景 

これまでの社会科学では、人間の意思決定は
自己利益追及に関して合理的で、時間と場面を
通じ常に一定であるという大前提の上に、様々
な理論構築や実証研究が行われることが多かっ
た。しかし、人々の実際の意思決定過程がわか
らないと社会政策は誤ったものになる。 

「期待効用理論」は、不確実性を伴う選択肢
に対する合理的意思決定モデル・分析ツールと
して圧倒的な地位を占めてきたが、その一方で
この理論が人々の実際行動を十分記述できない
ことは以前から知られていた。2002 年度のノ
ーベル経済科学賞を受賞した Kahneman とそ
の共同研究者の Tversky が社会経済現象を予
測するプロスペクト理論(Kahnman & Tversky, 

1979)と呼ばれる心理理論を提案した。現在で
も、プロスペクト理論に基づく社会経済現象を
理解するための心理学的研究は多く、経営の実
務でも利用されている。しかし、これまでの我々
の研究は、プロスペクト理論もまた個人の状況
依存的な意思決定を予測する点で失敗すること
があり、個人の意思決定を記述するうえで必ず
しも適切でないことを示している。そこで、個
人の意思決定プロセスの観点からプロスペクト
理論とは異なる心理モデルを検討する必要があ
り、また、実際の社会経済現象を説明し、予測
できるモデルの構築が必要である。 

 

２．研究の目的 

本研究は人々の意思決定過程の特徴を、動物
に関する行動分析学の視点と行動意思決定論の
視点を統合しながら計量心理学モデルを作成し
て意思決定の微視過程の把握することを目的と
している。本研究では、社会的状況における意
思決定の微視的過程を種々の基礎心理実験と調
査を通じて解明する。そしてその状況依存性を
理論的観点から説明し、予測可能な心理計量モ
デルを構成し、さらに、このモデルを実証的観
点から検討する。意思決定過程のマイクロ分析
による研究知見を提供することにより、社会行
動の研究や社会科学においての基礎知見を提供
することができると期待できる。 

３．研究の方法 

本研究では、眼球運動測定装置を用いて、
自動的な選択の反復が選好形成に及ぼす効果
検討した。我々は、まず、選択行為を実験的
に制御するために、選択肢の画像に信号図形
が呈示されたら、できるだけ早く‘スペース・
キイ’を押すことをもとめる課題を作成して、
チョコレートの種類によって選択回数を制御
した。そして、選択回数が多いチョコレート
を実際に人々が選ぶかを検討した。この検討
のために、実験終了後に、2 つの選択肢を実
験参加者に提示して、どちらかを持って帰っ
てもらうかを実験の従属変数とした。また、
眼球運動測定装置で眼球運動も測定した。 
この実験の結果、やや仮説を支持する傾向

は認められまたが、統計的には有意な結果が
得られず、次に行ったミネラルウォーターの
選択実験（図１）でも統計的な有意な結果は
得られなかった。そこで、刺激を統制すると
いう原点に立ち返って無意味図形で実験を行
った。 
このパラダイムに基づいてさまざまな眼球

運動の方法を用いて意思決定過程の検討を行
った（図２、図３参照）。 
また、本研究では、質問紙による選択行為

が選好形成に及ぼす効果についての社会調査
や意思決定スタイルに関する社会調査、さら
には、選択行動に関する行動観察を基にした
行動分析実験も行っている。 

 

 

図１ ミネラルウォーターの選択実験風景 

 



 

 

 

４．研究成果 
本研究は、意思決定の微視的過程を、心理実

験、社会調査、行動観察、計量心理学モデリン
グを用いて検討することを主目的とした。 
本研究では、第一に、先に紹介した眼球運動

測定装置を用いて、自動的な選択の反復が選好
形成に及ぼす効果を検討した。選択過程の眼球
運動解析の結果は、ゲーズカスケード効果とは
異なる過程を示した。本研究の結果は、自動的
な選択の反復によって選好形成がなされること
を示唆した。 
本研究では、第二に、社会調査法を用いて、

選択が選好形成に及ぼす影響を検討した。我々
は、選ばれた選択肢の優れた属性は、選択後に
より高く重みづけられ、逆に、劣った属性は、
選択後により低く重みづけられることを仮説し
た。得られた研究結果は、研究仮説を支持した。
すなわち、時間経過とともに、選ばれた選択肢
の優れた属性への重みづけは増加し、選ばれた
選択肢の劣った属性への重みづけは減少した。
この研究結果は、選択が選好を形成する因果関
係を示唆しており、一般に意思決定研究で仮定
されている知見とは逆の知見を示唆した。 
第三に、本研究では、リスク下と不確実性下

での意思決定の統一的な心理計量モデルを提唱
した。このモデルでは、通常の効用理論やプロ
スペクト理論とは異なり、価値関数がある点よ

り下方向で凹である点より上方向で凸である S
字型の評価関数が仮定されている。本研究では、
いくつかの心理実験と社会調査を用いて、この
モデルを支持する経験的例証を得た。 
第四に、本研究では、社会的状況における意

思決定過程のいくつかの性質を明らかにし、得
られた知見の社会科学への意義についての議論
を行った。これらの知見から、意思決定過程が、
状況依存的で経路依存的であり、このことが、
人々の実際の意思決定を、所謂合理的な意思決
定とは乖離したものとしていることが示された。
また、状況依存性や経路依存性は、状況に応じ
て属性への注意や注目が異なるとする心理計量
モデルにより説明された。さらに、注意や注目
度は、実際の客観的指標だけでなく、事象の速
度や加速度にも影響を受けることが示された。
このことは、企業や公共組織の行うコミュニケ
ーション活動において、情報提示における加速
度などを制御することによって、社会的注目度
に影響を与えることができることを示唆してい
る。しかし、注意や注目度だけが、選好や意思
決定に影響を与えるのではなく、選択という行
為自体が影響を与えることも示唆された。 
 このように、我々が得た研究知見は、選好や
意思決定を外在的な操作によって影響を与える
ことができ、社会行動の予測もできることを示
唆している。しかし、このことは、我々の選好
や意思決定において意思決定者の意志の自由が
なくなることを意味しているわけではない。
我々が行ったラットの自由選択の実験では、同
じ報酬が与えられても、強制的に選択させられ
るよりも、ラットは自由に選択できる状況のほ
うを強く選好することを見出している。この傾
向は、人の意思決定においても見出されている。
意思決定者は、自由な選択を選好しながらも、
一方で、これまでの選択行為に影響を受け、刺
激の変化などに選択が影響を受けるという、相
矛盾する様相を持っていることがわかった。 
このようなことから、社会科学において、意

思決定を考える場合には、意思決定者は自由な
選択をあくまでも志向しているが、意思決定や
選好は外的な操作で変化させることが可能であ
るということ、選好を固定した所与のものとし
て考えるのではなく、選択行為の連続の中で形
成されるものという視点が重要であることが示
唆された。 
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図２ 接触型の眼球運動測定装置 
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眼鏡の左部分に，被験者の視野を撮影するため

のカメラが取り付けられている． 
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